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強震動予測を行う際には，震源のモデル化，地盤構造のモデル化が必要である。本研究では，1995 年 1 月 17 日

に大阪平野内（兵庫県伊丹市）で発生した地震について，遺伝的アルゴリズムを用いた震源インバージョンを行い
震源パラメータを求め，次に求めたパラメータを用いて 3次元有限差分法による大阪平野での３次元強震動シミュ
レーションを行った。インバージョンの結果，この地震の震源断層は垂直断層であり，ほぼ右横ずれ断層であった。
３次元強震動シミュレーションでは，振動数 0.1～1.0Ｈｚ以下の変位波形をよく再現することができた。 
 
 
はじめに 
本研究では大阪平野北部地域における，震源および地盤速度構造のモデル化を目的として，1995 年 1 月 17 日に

大阪平野北部（兵庫県伊丹市）で発生した地震(MJ5.4)について，遺伝的アルゴリズム(GA)を用いた震源インバー
ジョンを行い震源パラメータを求める。次に求めたパラメータを用いて３次元有限差分法による大阪平野での３次
元強震動シミュレーションを行い大阪平野北部地域における地盤モデルの評価を行う。 
 
震源インバージョン 
震源位置はＪＭＡ発表の東経１３５．４度，北緯３４．８度，深度１２ｋｍとした。この位置より点震源を水

平方向に線状に配置し，まず離散化波数法(Bouchon,1981)によりグリーン関数を求め，次に GA を用いて震源パラ
メータである走向，傾斜角，ライズタイム，破壊開始時間，点震源間の距離，地震モーメントの決定を行う。GA
の検索範囲は世代が進むにつれて狭くし，値の収束がよくなるようにした。インバージョンの結果求まった最適な
パラメータは走向は２５４度であった。得られた結果では断層はほぼ垂直断層で，断層運動はほぼストライクス
リップであった。この結果は，東西圧縮の力を受けるとされるこの地域の断層運動としては適切と思われる。 
 
３次元強震動シミュレーション 
インバージョンにより求めたパラメータを用いて，３次元有限差分法により強震動シミュレーションを行う。

差分法に用いる 3 次元モデルは，東経１３５．３度，北緯３４．６度から北方向に２６ｋｍ，東方向に３０ｋｍ
深さ１８ｋｍである。表層の S 波速度は４００ｍ/ｓで，水平方向のグリッド間隔は８０ｍとし，深さ方向には８
０～３００ｍと順次増大させた。地盤の速度構造モデルは，深層ボーリングや反射法探査のデータをもとに作成し
たものを用いる。グリッド数は３２５×３７５×８０で，時間刻みは０．００８秒とした。シミュレーションの結
果，振動数 0.1～1.0Ｈｚ以下の変位波形をよく再現することができた。 


